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平成20年度 

鉄鋼業（鍛工品製造業）に係る総合的かつ 

体系的な職務分析の推進に関する調査研究 

－要約版－ 

 

 

調査研究の目的 

国際競争力の強化、高齢化等の社会・経済の変化、技術革新・産業構造の変化等に伴い、

産業界、事業主団体、企業等は、変化に対応できる人づくりの強化を図るため多様な職業

訓練や教育訓練の機会を確保する必要がある。 

能力開発に積極的な大企業においては、人材育成の必要性を認識し、海外進出、ＩＴ化

促進等に対応した集団研修だけでなく、個々の労働者自らが能力を向上するための自己啓

発支援の試みもある。しかし、中小企業等では、人材育成の必要性を認識しながらも、日々

の業務が優先され、取り組みが遅れているのが実情である。   

そのため、独立行政法人雇用・能力開発機構（以下、「機構」という。）では、中小企業

等を側面から支援する必要性から、産業構造の変化、技術革新や求職者のニーズの多様化

等対応し、企業のニーズの変化を踏まえた職業訓練コースの設定や職業能力開発に係る支

援の充実に取り組む必要がある。 

このような背景から、機構では、産業分野や業種別に、具体的かつ詳細に変化する職務

内容を分析し、仕事の体系（以下、「職業能力体系」という。）のモデルデータ化に関する

調査研究を行っている。 

開発された職業能力体系は、訓練コースの設定・評価・見直しに至るＰＤＣＡサイクル

を軸とした職業訓練の質の保証、及び職業訓練全体の水準の維持・向上に不可欠であり、

国の教育訓練プログラム等の均質化、維持・向上を図る上で重要な財産となることから、

職業能力開発関係機関や中小企業等産業団体と連携を図り、継続的に、そのモデルデータ

の蓄積と更新を図ることを求められている。 

本調査研究においては、職業能力体系と職業能力から能力開発の目標に応じた訓練の体

系（以下「職業能力開発体系」という。）を併せた体系（以下、「生涯職業能力開発体系」

という。）のモデルデータ化にも取り組み、体系の充実を図ることを目的とする。 
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調査研究の概要 

職業能力体系（モデルデータ）の拡充や見直しに係る業種選定にあたっては、平成19年

度に有識者からなる生涯職業能力開発体系調査研究会を開催し、平成20年度の対象業種を

選定について検討を行った。その結果、平成20年度は、日本標準産業分類の中分類の業種

にこだわらず、小分類レベルでの業種も対象とし、日本版デュアルシステム、実践型人材

養成システム等や人材育成研究会に取り組む企業など、企業内における能力開発の計画や

実施が活発化している業界団体を対象として、職業能力体系（モデルデータ）を整備する

こととした。 

当該研究会の検討結果を受けて（社）日本鍛造協会と協議を行った結果、同協会では、

過去数年にわたって、実践型人材養成システム導入実現に向けた調査研究、包括的職業能

力評価制度の整備、その他、e-ラーニング、通信教育、中核人材育成事業等に積極的に取

り組んでいることが分かった。 

さらに、鍛造業界における職業能力体系（モデルデータ）を整備することによって、非

常に効果的な人材育成システムが構築できるのではないかとの意見をいただいた。 

以上のことから平成20年度は、鍛工品製造業を選定したものである。 

平成14年度から５年計画で40業種（日本産業分類の中分類）、事業主団体で48団体を対

象に、職業能力体系（モデルデータ）を整備してきたところである。 

平成19年度からの５年計画では、今までのモデルデータに加え新たに新規業種の整備と

並行して、職業能力体系を活用した人材育成に取り組んでいる団体や企業等の事例の情報

収集を積極的に行い、職業能力開発体系のモデルデータの拡充・更新を図っていくことと

する。 

 

１ 鉄鋼業（鍛工品製造業）の概要 

（１）鍛工品製造業とは 

鍛工品製造業は、鉄や非鉄の金属材料を加圧及び打撃の繰り返しによって、強度を出

すとともに目的の形状に加工する業種である。 

鍛工品の特徴としては、打撃加圧されることにより、金属の内部組織が緻密で均質に

なるため、引っ張り強さ、硬さなどの機械的性質が改善され、目的の形状に整形される

ことから、機械加工が省略又は最小限で済み、材料の節減につながる。 

鍛造品は、強度・耐摩耗性などから自動車をはじめ産業機械器具、土木や建築機械、

航空機、船舶、工具など、各産業界の重要保安部品として、また、日常生活の様々な場

面で使用されている。（図1-1 鍛工品の生産工程参照） 
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図1-1 鍛工品の生産工程 

（社）日本鍛造協会ホームページより引用 

http://www.jfa-tanzo.jp/contents/01forging01.html 

 

また、鍛造加工は、成形する鍛造品の形状に応じた専用金型の使用の有無による分

類、変形方法による分類、材料の加熱温度又は素材形状により分類される。(図1-2 鍛

造加工の分類参照） 
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図1-2 鍛造加工の分類 

                 （社）日本鍛造協会ホームページより引用 

http://www.jfa-tanzo.jp/contents/01forging01.html 

 

（２）鉄鋼業（鍛工品製造業）の人材環境 

近年、日本の鍛工品製造業は、輸出関連製造業等に起因した著しい需要増に恵まれ、

各社において人的、設備的にフル操業が続いているが、慢性的な人材不足の問題を抱え

ており、特に若年層で顕著である。 

鍛工品製造業は、長年にわたり上司から部下へと知識と経験則が引き継がれ、固有技

術を確立してきた業界であるが、現場作業者や指導者の不足により、人材育成の体系的

な整備が遅れ、技術や技能を身につけた中核となる人材が不足しているのが実情である。

少子高齢化を迎えている日本の現状から、経験、知識が豊富な高齢者（OB）を活用し

ていくことが、鍛造技能、技術を伝承していく意味においても重要である。 



－5－ 

ものづくりの魅力を伝えていくと同時に、鍛工品製造業の労働環境を整えていくこと

により、労働者の確保と定着を図っていくことが求められる。 

鍛工品製造業の企業規模としては、従業員10人未満の事業所が全体の約４割、50人未

満では８割以上を占めており、多くは中小企業である。（図1-3 鍛工品製造業従業員規模

別企業割合参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、平成18年の事業所・企業統計調査によると、事業所数は356事業所、従業員

数は13,588人であり、平成13年と比べ、事業所数が9.4％の減少、従業者数は8.6％の

増加傾向を示している。（表1-1 鍛工品製造業の事業所、従業者数の推移参照） 

 

表1-1 鍛工品製造業の事業所、従業者数の推移 

 

 

平成 
13年 

平成 
14年 

平成 
15年 

平成 
16年 

平成 
17年 

平成 
18年 

平成13―18年
の増減率 

事業所数 393 377 396 349 360 356 ▲9.4％

従業者数 12,451 12,028 12,552 12,008 12,676 13,588 8.6％

1事業所当た
りの平均従業

員数 
31.6 31.9 31.7 34.4 35.2 38.2 

 

 

２ 鉄鋼業（鍛工品製造業）の職務分析に係る調査研究の流れ 

職務分析にあたっては、（社）日本鍛造協会の協力の下、鍛工品製造分野の専門委員（技

術や技能に加え、企業内全体を管理もしくは統括している人材）を推薦していただいた。

そして作業部会を設置し、職務の構成を検討・整理するとともに、職務毎の詳細な職務分

析データ（仕事や作業内容）について検討を重ねた。 

作業部会は月１回程度合計４回開催し、職務分析で不明な点や再確認を必要とする箇所

等については現地調査を実施し確認作業を行った。 

調査研究の流れは、表2-1 鍛工品製造業の職務分析に係る調査研究の流れのとおりである。 

 

43.3%

41.6%

8.7% 6.4%

0～9人

10～49人

50～99人

100～999人

図1-3 鍛工品製造業従業員規模別企業割合 

事業所・企業統計調査 総務省統計局(2006) 

事業所・企業統計調査 総務省統計局(2006) 
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(社)日本鍛造協会 研究センター 関係機関

作
業
部
会

事
前
作
業

事
後
処
理

団体の選定 　現地調査及びヒアリング

調査

　作業部会用資料作成

　作業部会出席及び説明

委員の推薦

　　作業部会（１～２回実施）

　　生涯職業能力開発体系の理解（説明・把握）
　　職務構成表の検討
　　業界の専門分野に係る「各社共通部門」の検討

素案提示

職務構成表及び全部門の職
務
分析データに係る情報の収
集・

作成指示

職務構成表及

び

職務分析データ

参考資料
研修コース
業界誌等

提示

　　作業部会（１～２回実施）

　　職務構成表の検討、確認
　　業界の専門分野に係る「各社共通部門」の検討、確認
　　傘下企業の特化した分野に係る「他部門」の検討
　　総務・経理等の分野に係る「管理・事務部門」の検討

素案修正

作業部会の結果

を

踏まえ職務構成表

見直し及び職務分

析データの見直し

説明

職務構成表及び職務分析
データの修正作業分担

　案提出

調整

修正指示

説明

　　作業部会（１回実施）

　　職務構成表の最終確認
　　職務分析データの最終確認

　案修正

職務構成表及び
職務分析データ
のまとめ（案）作
成

　まとめ案提出

説明

「他部門」等の職務分析
データの修正作業分担

進捗管理

能力体系の

修正執筆

執筆

提出
修正指示

調整

　修正

　検証及び拡充のポイ
ントまとめ
　職務構成表及び職務
分析データ
　生涯職業能力開発体
系作成支援ツール用
データ

提出　報告書資料の作成
報告書資料原稿の精
査

現地調査

ヒアリング調

　団体及び傘下企業等への報
告書資料の配付
　生涯体系の普及、活用に係る
説明会等の参加依頼

　生涯体系の普及、促
進に係る説明会等の開
催

提出

確認

調整

進捗管理

表2-1 鍛工品製造業の職務分析に係る調査研究の流れ 
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３ 鉄鋼業（鍛工品製造業）の職務分析データ構築にかかる部門・職務等の概要 

（１）本業種の職務分析を進めるにあたっては、原価管理から仕上までを一連の流れと

して捉え、それぞれの工程の職務を洗い出した。(表3-1 鍛工品製造業の職務構成表

参照） 

（２）製造過程のうち、金型の製作と見直し、自由鍛造などは熟練を要する技能として

いる。 

（３）騒音や粉塵等に対する労働者及び地域住民への安全衛生面の配慮なども重要であ

る。 

（４）大型機械を扱う業種であるため、設備保全についての職務分析も重要となる。 

 

上記（１）～（４）を基本に作成した職務構成票（表3-1 鍛工品製造業の職務構成表）の

各職務について作業部会で議論されたポイントは以下のとおりである。 

 

ａ 「工程（鍛造）設計」は、鍛造製品の設計、工程設計及び顧客と仕様・技術の調

整を行い、製品の品質・機能を保ち、コスト的に最も有利な鍛造製品の形状を設計

し、与えられた生産条件において最も合理的かつ経済的な工程フローを決定する職

務。 

ｂ 「金型設計」は、型鍛造における鍛造製品の成形にあたって、要求される鍛造製

品の品質・機能を保ち、コスト的にも最も有利な鍛造製品の生産が可能となるよう

金型を設計する職務。 

ｃ 「設備維持管理」は、工場の生産ラインに設置されている現有機械設備の維持管

理を行う職務。 

ｄ 「設備計画」は、新しい設備を導入するための計画、策定、予算決定などを行う

職務。 

ｅ 「品質管理」は、全社的な鍛造製品の品質の維持向上を図るとともに、国際規格

の取得・管理目標によるマネジメント及び品質保証を行う。TQM の実行と共に、

顧客に対しての自社製品の品質を保証する機能を担い、全社的な取組の体制の構築

を必要とする職務。 

ｆ 「品質検査」は、鍛造製品の欠陥等を早期に発見し、精度の高い鍛造製品を提供

し、顧客の満足度と高い評価、信頼性を得ることにつながる職務。 

ｇ 「生産計画」は、鍛造設計が完了もしくはある程度進んだ段階で、その製品を製

造するために必要な生産能力を把握し、その実行の為の生産計画を立案・策定する

職務。 

ｈ 「工程管理」は、生産計画に基づいて工程・日程を管理するとともに、材料の調

達や外注管理、在庫管理、原価管理に関する企画及び推進を行う職務。 
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ｉ 「鋼材管理」は、鋼材の調達、在庫管理を行い、現場の生産能力・管理の効率化

に努める職務。 

ｊ 「外注管理」は、現場の生産能力を把握し、生産品目、数量、納期を踏まえた上

で、適正な仕事量の維持と外注先の活用を立案・管理する職務。 

ｋ 「資材管理」は、資材の調達、在庫管理を行うとともに、全体的なコスト削減に

努める必要があり、経営戦略や全体的視点を持って日程管理を行い、進捗状況を適

切に運営する経営的な意識が求められる職務。 

ｌ 「金型製作」は、型鍛造のための金型を製作、また製作した金型の検査や保守、

維持管理も含む職務。 

ｍ 「切断」は、材料を切断後、整形・前加工、前処理をし、本来の鍛造工程に供給

する材料を準備する職務。鍛造形式により、要求される切断精度に差があり、これ

らを考慮して経済的で高品位の材料をつくる切断方法を採用する必要がある。 

ｎ 「加熱」は、切断した材料を加熱炉に装入し、適切な温度に加熱する職務。重要

な工程の一つであり、適切な加熱を行うことが、鍛造製品の品質維持に不可欠であ

る。 

ｏ 「ハンマ型鍛造」は、鍛造機械に型彫された金型を取り付け、金型の中に材料を

入れて、機械ハンマやプレスなどで打撃、圧縮加工し、成形を行う職務。型鍛造は、

同一形状の鍛造製品を多数製造する場合の方法として多量生産に適している。 

ｐ 「プレス型鍛造」は、型鍛造の工法の一つである。プレスは鍛造機械プレスの加

圧によって変形を与え、鍛造製品の成形を行う職務。 

ｑ 「自由鍛造」は、型を使わず、ハンマと当テバシ等の鍛造工具及び機械ハンマを

使って打撃し、鍛造製品の成形を行う職務。 

ｒ 「回転鍛造」は、環状鍛造製品を作る方法の一つで、油圧圧延ロールを用いた方

法が主流である。リングロール鍛造では、材料の肉厚を徐々に減少させることによ

り、外径を増大させ所定寸法にさせ、鍛造製品の成形を行う。 

ｓ 「熱処理」は、「金属の変態」を利用して加熱・冷却速度を変えることにより、

金属の改良ができる性質を利用し、鍛造製品の加熱と冷却を組み合わせて操作し、

鍛造製品の性質を改善する職務。 

ｔ 「仕上」は、鍛造製品の表面に付着したスケールの除去と疲労強度・寸法公差の

向上、曲がりの矯正、外観修正の機械加工、研磨及び防錆を施す職務。 

ｕ 「検査」は、「外観・寸法・硬度検査」があり、鍛造製品の欠陥を早期に発見し、

精度の高い鍛造製品を提供する職務。 

ｖ 「設備保全」は、生産ラインに設置されている機械設備の故障や劣化を予防し、

維持・保全する職務。 
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表3-1 鍛工品製造業の職務構成表 

団体または企業名 部門 職務名 

鉄鋼業（鍛工品製造業） 経営 経営企画 経営企画 

  総務 庶務 庶務管理 

     法務管理 

    人事 人事・労務管理 

    情報システム 情報システム管理 

  経理 財務会計 財務・税務会計 

    管理会計 原価計算 

      管理会計 

  営業   営業管理 

      営業活動 

  技術部 生産技術 工程（鍛造）設計 

      金型設計 

    設備 設備維持管理 

      設備計画 

  品質管理部 品質管理 品質管理 

      品質検査 

  生産管理部 生産計画 

    

生産管理 

工程管理 

    納入管理 

  
  

購買管理 鋼材管理 

  外注管理 
  

  

  資材管理 

金型 金型製作 

切断 切断 

加熱 

ハンマ型鍛造 

プレス型鍛造 

自由鍛造 

鍛造 

  

  

  

回転鍛造 

熱処理 熱処理 

仕上 仕上 

  検査 

  

 

  

製造部 

  

  

  

  

  

  

  

  

  
設備保全 設備保全 
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報告書の構成 

はじめに 

第１章 調査研究概要 

１－１ 概要 

（１）鉄鋼業（鍛工品製造業）の選定にあたって 

（２）鍛工品製造業とは 

（３）鉄鋼業（鍛工品製造業）の人材環境 

１－２ 鉄鋼業（鍛工品製造業）の職務分析に係る調査研究の流れ 

１－３ 鉄鋼業（鍛工品製造業職務分析データ構築にかかる部門･職務等の概要 

第２章 生涯職業能力開発体系について  

２－１ 生涯職業能力開発体系とは 

２－２ 人材をめぐる環境変化と求められているもの 

２－３ 生涯職業能力開発体系の構成 

（１）様式１（生涯職業能力開発体系） 

（２）様式２（職務別職業能力体系） 

（３）様式３（職務別能力要素の細目） 

（４）様式４（職務別能力要素の細目の内容） 

（５）様式５（職業能力開発体系） 

（６）様式６（目標別職業能力開発体系） 

（７）様式７（カリキュラム） 

２－４ 生涯職業能力開発体系を活用した人材育成の流れ 

２－５ 生涯職業能力開発体系のデータ構造 

第３章 職業能力体系（モデルデータ）について  

３－１ 生涯職業能力開発体系における用語の定義 

（１）職務分析とは 

（２）職業能力体系（モデルデータ）とは 

３－２ 職務分析にあたっての区分方法 

（１）部門 

（２）職務 

（３）仕事 

（４）作業 

（５）作業に必要な知識及び技能・技術 

３－３ 職務分析にあたってのレベル区分と「仕事」の概念 
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３－４ 職務分析結果の表記方法等 

（１）「仕事」、「作業」の表記方法 

（２）「知識」及び「技能・技術」の表記方法 

第４章 まとめ 

４－１ 職別工事業（鍛工品製造業）における職業能力体系（モデルデータ）の活用 

４－２ 職業能力体系（モデルデータ）の評価・検証の必要性 

４－３ 職業能力体系（モデルデータ）の普及のあり方 

 

資料 

資料１ 職務構成表 

資料２ 様式１（生涯職業能力開発体系） 

資料３ 様式２（職務別職業能力体系） 

資料４ 様式３（職務別能力要素の細目） 

資料５ 様式４（職務別能力要素の細目の内容） 
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